
平成２２年度 学力向上アクションプラン

唐津市立大志小学校

１ 目 標
基礎的基本的内容の確実な定着を図る。

２ 実践目標
きめ細かな指導（個別指導の徹底）により児童の学習意欲を喚起する。
全職員でとりくむ。

３ 現 状
(1) 全国学力・学習状況調査の結果（平成２１年度４月実施 対象：６学年）

国語Ｂ「読むこと」に課題
算数Ｂ「数量関係」に課題

(2) 佐賀県学習状況調査の結果（平成２１年度４月実施 対象：５学年）
国語、社会、理科については、どの領域も良好
算数は「量と測定」に課題

(3) ＣＲＴ（目標準拠学力調査）の結果（平成２１年度１月実施 対象：全学年）
国語・・・４年生を除いて、全国平均より下回っている。

３・４・６年生は、市平均より上回っている。
２・５年生は、市平均とほぼ同じ。

算数・・・どの学年も全国平均より下回っている。
１・４・５年生は市平均より上回っている。
２・３年生は、市平均とほぼ同じ。

(4) 第３回唐津地区基礎学力テストの結果（平成２１年度３月実施 対象：全学年）
合格率：国語９１％～１００％（平均９７％）

算数７８％～１００％（平均９２％）

（注）学年は、すべて平成２１年度の学年を表す。

４ 数値目標
(1) 平成２２年度全国学力・学習状況調査（４月実施 対象：６学年）

全国平均＋１ポイントをめざす。
(2) 平成２２年度Ｈ２２佐賀県学習状況調査（４月実施 対象：５学年）

県平均＋１ポイントをめざす。
(3) 平成２２年度ＣＲＴ（目標準拠学力調査）

どの学年も、市平均＋１ポイント以上をめざす。
(4) 第１回唐津地区基礎学力テスト（９月実施 対象：全学年）

どの学年も、国語・算数ともに合格率８５％以上をめざす。

５ 学力向上対策の具体的内容

・・・・基礎・基本の定着《アクション１》
(1) 「国語力アップタイム」の実施

・実施日 毎週金曜日の朝の時間
・内 容 音読・暗唱・視写・語彙調べ・漢字テストなど。各学年で統一する。

(2) 計算力アップ
・少人数指導の充実（算数科は全学年で実施する）
・評価の徹底により確実な定着を図る。
・唐津地区基礎学力テストに向けて積極的に取り組む。

(3) 漢字能力検定試験（漢検）への奨励
・学期1回の漢検に積極的に受検を勧める。



・・・・学習規律の保持と学習習慣の定着《アクション２》
(1) 「チャイム席」の徹底

・始業のチャイムが鳴ったら、すぐ授業を始めるようにする。
・第一中、長松小と連携し、共通の取り組みとする。

(2) 授業のあいさつの徹底
・授業の始めと終わりはきちんとあいさつをする。→「お願いします 「ありがとう」
ございました」

(3) ノート指導の重視
・ノートは丁寧に書かせる。落書きをさせない。
・筆箱にいつもとがった鉛筆が入っているようにさせる。
・学習に不必要な物を持って来させない。

・・・・読書や辞書引きの習慣化《アクション３》
(1) 読書の奨励

・朝の「読書タイム」を徹底する。
・保護者や地域の読み聞かせボランティア「大志小読み聞かせ隊」の募集をし、積
極的な活用を図る。

・家庭学習（宿題）でも積極的に読書を取り入れる。
(2) 「辞書引き学習法」の奨励

・３年生以上で 「辞書引き学習法」を実践する。積極的に各教科で辞書引き学習法、
を取り入れる。

・・・・家庭との連携《アクション４》
(1) 基本的生活習慣の育成

① 「早寝、早起き、朝ご飯」の奨励
・ 学校だより」などで保護者に啓発する。「
・実態調査を行い、今後の指導に役立てる。

② 「ノーテレビ・ノーゲームデー」の実践
・毎月1日（ついたち）に設定し、毎月「学校だより」や「学級だより」など
で保護者に啓発する。
・第一中、長松小と連携し、共通の取り組みとする。
・ノーテレビ・ノーゲームデーの実践状況について実態調査を行う （学期に1。
回程度）
・保護者や児童対象に、ノーテレビ・ノーゲームデーの標語を募集する。

③ 「食育」の重視
・ 学校だより」や「給食だより 、全校朝会で保護者や児童に「食」の大切さを「 」
啓発する。

・１1月に「おにぎり弁当の日」を設ける （好評だったら、３学期にも１回実。
施する ）。

(2) 家庭学習の徹底
・ 家庭学習のすすめ」を配付し、保護者の理解を得る。「
・児童にも「家庭学習のすすめ （児童用）を配付し、指導を徹底する。」
・家庭学習の状況について、実態調査を行う （学期に1回程度）。

《その他の取り組み》
学期に１回、三校で授業を公開する。詳細については、小中連携会議で検討する。

→第一中（６月９日 、長松小（１１月１０日 、大志小（１月１２日）） ）


